
【河川関係】
　 ○大規模水害・土砂災害等に備えた治水対策、渇水対策の推進

・矢部川河川激甚災害対策特別緊急事業 　＜個- 1＞

・花月川河川激甚災害対策特別緊急事業 　＜個 -2＞

・白川河川激甚災害対策特別緊急事業 　＜個- 3＞

・山国川床上浸水対策特別緊急事業 　＜個- 4＞

・川内川鶴田ダム再開発事業 　＜個- 5＞

【道路関係】 　＜個- 6＞

○代替性確保ネットワーク整備等の防災・震災対策

・東九州自動車道

・西九州自動車道

・南九州西回り自動車道

・九州横断自動車道延岡線

【港湾・空港関係】 　＜個- 7＞

○社会資本の戦略的な維持管理・更新の推進

・鹿児島港新港区複合一貫輸送ターミナル改良

○効率的な物流ネットワークの強化

・博多港アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナル整備

・福岡空港国内ターミナル地域再編整備

国土交通省九州地方整備局

平成２５年８月２７日

九州地方整備局における主要プロジェクト
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平成２４年７月 九州北部における豪雨災害への対応

◆矢部川河川激甚災害対策特別緊急事業

○矢部川水系矢部川及び沖端川では、平成２４年７月１４日出水により観測史上
最高の水位を記録する洪水が発生し、矢部川及び沖端川の沿川において、堤防決
壊による外水氾濫及び内水氾濫により、1,808戸の家屋が浸水する甚大な被害が
発生しました。

○７月１４日の洪水に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業に
よって矢部川では堤防質的強化を、沖端川では河道掘削等を集中的に実施し、浸
水被害の軽減を図ります。

■漏水対策など、堤防の質的強化により堤防の安全性 を向
上させ、堤防決壊等のリスクを軽減。（矢部川）

：浸水範囲
：堤防決壊
：漏水箇所

凡例

矢部川 堤防の決壊状況（右岸7.3k付近）

＜個－１＞



◆花月川河川激甚災害対策特別緊急事業

○筑後川水系花月川及び有田川では、平成２４年７月３日出水により観測史上最
高の水位を記録する洪水が発生し、花月川及び有田川の沿川おいて、堤防からの
越水や堤防決壊等により、835戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生しました。

○７月３日の洪水に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業に
よって築堤および河道掘削、横断工作物の改築等を集中的に実施し、浸水被害の
軽減を図ります。

×

■河道掘削、築堤及び横断工作物の改築により、
流下能力を確保し、家屋の浸水被害を軽減。
（花月川）
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＜個－２＞



◆白川河川激甚災害対策特別緊急事業

○白川水系白川及び黒川では、平成２４年７月１２日出水により観測史上最高の
水位を記録する洪水が発生し、白川及び黒川の沿川において、堤防からの越水等
により、2,983戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生しました。

○７月１２日の洪水に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業に
よって築堤及び河道掘削等を集中的に実施し、浸水被害の軽減を図ります。

14k

15k

16k

17k

（国）白川事業区間

①

②

②

③

③

①

子飼地区の溢水状況
（白川右岸13.8k付近）

宇留毛地区の浸水状況
（白川右岸16.1k付近）

渡鹿地区の溢水状況
（白川左岸16.6k付近）

白川事業区間（左岸）（直轄）L=1.6km

白川事業区間（右岸）（直轄）L=3.5km

： 浸水範囲

■河道掘削及び築堤により流下能力を確保し、家屋浸水
被害を軽減。（白川）
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◆山国川床上浸水対策特別緊急事業

○山国川水系山国川では、平成２４年７月３日及び１４日の梅雨前線豪雨により
観測史上最高の水位を記録する洪水が発生し、７月３日の洪水において336戸、7
月14日の洪水においては344戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生しました。

○７月３日および７月１４日の洪水に対し、平成２５年度より床上浸水対策特別
緊急事業として堤防整備、河道掘削等および横断工作物の改築等を集中的に実施
し、家屋の床上浸水被害の解消を図ります。

③7月14日出水時 平田地区

■河道掘削、築堤及び横断工作物の改築により、
流下能力を確保し、家屋の床上浸水被害を解消

②７月3日出水時 青の禅海橋付近

山国川

②①

①7月3日出水時 15k500 耶馬渓橋

③
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既存施設の機能向上による洪水調節能力の増強

※洪水期における最大の洪水調節容量

位置図

鶴田ダム

ダム下流側（H25年7月撮影）
放流設備増設のための堤体削孔状況

（H25年5月撮影）

現放流施設より、さらに低い水位で放流できる
よう新たな放流管を増設し、洪水期における現行
操作規則での最大洪水調節容量75,000千㎥
（6/11～8/31）を1.3倍の98,000千㎥とすることで、
ダム下流の洪水被害を軽減する。

■事業概要
○場 所：鹿児島県薩摩郡さつま町

（川内川水系川内川）
○目 的：洪水調節（川内川の洪水被害軽減）
○諸 元：洪水調節能力の増強

（堤体放流設備の増設）
○経 緯：平成19年度 建設事業着手

せん だい つる だ

平成１８年７月の記録的な豪雨による川内川流域の浸水被害を受け、既設鶴田ダム
の洪水期の利水容量等を洪水調節容量に振り替え、洪水調節容量の増量を行います。
このために、放流設備の増設を行い、洪水期の洪水調節能力の増強を図ります。

◆川内川鶴田ダム再開発事業

＜個－５＞



○地震・津波や豪雨時に広域交通に影響を及ぼす恐れがある区間について、代替性
確保のための高規格幹線道路等の整備を推進します。

代替性確保ネットワーク整備等の防災・震災対策

東九州自動車道
【志布志～末吉財部】

東九州自動車道
【蒲江～北川】

東九州自動車道
【清武JCT～北郷】
【北郷～日南】

南九州西回り自動車道
【芦北出水道路】
【出水阿久根道路】

東九州自動車道
【佐伯～蒲江】

西九州自動車道
【唐津伊万里道路】
【伊万里道路】
【伊万里松浦道路】

西九州自動車道
【今宿道路】

南九州西回り自動車道
【川内隈之城道路】

【高千穂日之影道路】

【北方延岡道路】

九州横断自動車道 延岡線
【嘉島JCT～矢部】

＜個－６＞



アジアの成長の取込みと国土強靱化に向けた海と空の拠点整備

○急速な経済成長を続けるアジア諸国に近い九州の優位性を活かし、我が国の国際競争力の向上や観
光立国の実現に向けて、港湾・空港の整備を推進します。

○大規模地震・津波・高潮等の自然災害に対する防災・減災対策や港湾施設等の老朽化対策による国
土強靱化を推進します。

○地域経済を支える基幹産業振興のための港湾・空港インフラの強化、離島地域等の安定した生活を
支える港湾機能の確保、海洋環境の保全等、安心して暮らせる地域づくりや地域活性化を推進します。

福岡空港国内線ターミナル地域再編整備

平行誘導路の混雑状況

平行誘導路二重化による遅延・待機緩和効果

到着機のため
出発機待機（遅延）

ターミナルビル

出発機のため到着機の滑走路離脱不可

平行誘導路

滑走路

到着機の滑走路
占有時間延長に
より出発機遅延

現状 ターミナルビル

平行誘導路

滑走路

平行誘導路

滑走路占有時間の短縮

到着機に影響
されず遅延緩和

到着機の滑走路
占有時間短縮に
より遅延緩和

平行誘導路 二重化後

博多港（ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ地区）国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ整備 鹿児島港（新港区）複合一貫輸送ﾀｰﾐﾅﾙ改良

大規模地震時の海上輸送機能を確保し、外貿コンテナ貨
物取扱量の増加や船舶の大型化への対応を図ります。

狭隘なふ頭コンテナ荷役状況

老朽化が著しく狭隘なふ頭の改良、大規模地震時の輸
送拠点となる耐震岸壁の整備を進めます。

福岡空港において、現状の遅延・待機緩和対策として国内線ターミナル地域の再編整備を進めます。

また、抜本的な空港能力の向上のため、滑走路増設に係る環境影響評価の手続きを進めます。

＜個－７＞




